
あなたも環境にやさしい農業に取り組む 
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エコファーマー制度とは 

 

 平成 11 年に施行された「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」に基づ

き、たい肥等を活用した土づくりと化学肥料・農薬の使用の低減を一体的に行う環境にや

さしい農業に取り組む農業者（個人または法人）を県が認定し支援する制度のことです。 

 社会的な「環境の保全」などに対する関心が高まる中、富山県においても、エコファー

マーの認定を受けた農業者は着実に増加しており、エコファーマー制度を活用した、環境

にやさしい農業の取組が広がっています。 

 

☆☆制度のポイント☆☆ 

 

 

 

①県が定めた指針に基づき、持続性の高い農業生産方式に取り組む農業者を、知事が認定します。 

②認定を受けた農業者(エコファーマー)には、国の助成制度や金融上の特例措置、エコファーマー

マークの使用などの支援措置が適用されます。 
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１ 「エコファーマー」認定の対象者は？ 

 認定の対象となるのは、農業経営の経営主(個人または法人)で、経営規模は問いません。 

 

２ 認定の対象となる「持続性の高い農業生産方式」とは？ 

 認定を受けるには、県が定める「導入指針」に基づき、下表の３つの技術区分に該当す

る技術をそれぞれ１つ以上、計画期間中（５年間）に対象作物の作付面積の５割以上に導

入する必要があります。 

 

【認定の対象となる農業生産方式】 

技術区分 技  術  内  容 

堆肥等施用技術 ①堆肥等有機質資材施用技術 ②緑肥作物利用技術 

化学肥料低減技術 ①局所施肥技術 ②肥効調節型肥料施用技術 ③有機質肥料施用技術 

化学合成農薬 

低減技術 

①温湯種子消毒技術 ②機械除草技術 ③除草用動物利用技術 

④生物農薬利用技術 ⑤対抗植物利用技術 ⑥抵抗性品種栽培・台木利用技術 

⑦土壌還元消毒技術 ⑧熱利用土壌消毒技術 ⑨光利用技術 

⑩被覆栽培技術 ⑪フェロモン剤利用技術 ⑫マルチ栽培技術 

 

【対象作物】主穀作：水稲、大豆、麦類（大麦、小麦） 

野 菜：白ネギ、サトイモ、トマト、キュウリ、ナス、だいこん、かぶ、キャベツ、 
はくさい、にら、軟弱野菜、アスパラガス、タマネギ、ハーブ類、スイカ、 
ばれいしょ、にんじん、にんにく、ブロッコリー、えだまめ 

果 樹：日本ナシ、リンゴ、カキ、ブドウ、イチジク、モモ、ウメ、ベリー類、洋ナシ 
花 き：キク類、バラ、ユリ、チューリップ、りんどう 
雑 穀：ハトムギ、そば 
その他：野菜苗・花き苗 
 
 

 

上段左：ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞによる
堆肥施用 

上段右：直まき栽培における
局所施肥・肥効調節
型肥料の施用 

下段左：アイガモ利用による
除草剤の削減 

下段右：性ﾌｪﾛﾓﾝ剤利用によ
る殺虫剤の削減 

対象技術の例 

 



 

３ エコファーマーになると どんなメリットがあるの？ 

 

■エコファーマーになると どんなメリットがあるの？ 

 

【メリット１：エコファーマーマークの使用】 

 

エコファーマーに認定されると富山県が商標権を有する「エコファーマー

マーク（右図）」を“無料”で使用することができます。 

例えば、農産物に添付するシール、包装容器等、ポスター、チラシ、ワッペン、名刺等

に表示することができます。 

なお、マーク使用の際には、「富山県エコファーマーマーク使用規程」に基づき、県に

届出等の手続きが必要です。 

（以下の URL にエコファーマーマーク関連情報を掲載） 

 

https://www.pref.toyama.jp/1612/kurashi/kankyoushizen/kankyou/kj00011595.html 

 

【メリット２：農業改良資金の特例措置】 

 

「農業改良資金（無利子）」の貸付対象者になるとともに、償還期間を延長する特例措

置が受けられます。 

 

 持続農業法に基づく資金の特例措置 通常の場合 

償還(据置)期間 12（3～5）年 10（3～5）年 

 

 

 

４ どうすれば認定を受けられるの？ 

 認定を受けようとする農業者は、「導入指針」に従って「導入計画」を作成し、農林振興

センターに提出してください。 

 この「導入計画」は、対象作物・面積、導入する技術、資材施用量などの項目について、

概ね５年間の実現可能な計画として作成することとなっています。 

 申請された計画は、農林振興センターの意見を付して、知事に提出され、審査されます。

「導入計画」が県で定めた「導入指針」に照らし、適正であると認められれば、認定証が

交付されます。 

 なお、計画の認定期間は５年間となっており、認定期間を経過した場合は、新たな技術

の導入など、これまでの取り組みをさらに向上させる導入計画を作成し、新たに認定を受

ける必要があります。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 ①相 談 

 

②計画作成指導・助言           ④意見書添付 

                       

③導入計画作成・申請           ⑤計画認定及び認定書 

                            の交付 

    ⑥認定書の交付              

                          

⑦目標達成に向けた指導・助言      連 

                    携 

                        ⑤計画認定の旨の通知  

                        

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☟参考 URL（申請様式等を掲載しています） 
https://www.pref.toyama.jp/1612/sangyou/nourinsuisan/nougyou/kj00007428.html 

エコファーマー認定の流れ 

 

新川農林振興センター 〒938-0801 黒部市荻生 3200 
       TEL0765-52-0268 FAX0765-52-3115 

富山農林振興センター 〒930-0088 富山市諏訪川原 1-3-22 
             TEL076-444-4521 FAX076-444-4516 

高岡農林振興センター 〒933-0806 高岡市赤祖父 211 
             TEL0766-26-8474 FAX0766-26-8475 

砺波農林振興センター 〒939-1386 砺波市幸町 1-7 
             TEL0763-32-8111 FAX0763-32-8139 

県農業技術課     〒930-0004 富山市桜橋通り 5-13 富山興銀ビル 10 階 
エコ農業推進係    TEL076-444-8292 FAX076-444-4409 

認定手続きに関するお問い合わせ・連絡先 

富
山
県
知
事 

農
林
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興
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ン
タ
ー 

農
業
者
（
計
画
申
請
者
） 

市町村 
農 協 


